































専科・併科別 専 科 で の 取 得
他科と併せての取得
2 科 多科
操式普通体•体操丘./~ 、体操 普通 兵式 兵式 体操 操普多通十体科種 別 体 操 普通体操 兵式体操
体操
＋ 
生理 体操 体操 多科
三1月～12月 」師 師中 中 師女帥中 中 ヰ尚 師 師 帥 師 師 師中 師 師中 師・中師 中 師 中 師 高女 師中 高女 高女 翡女 高女 高女 女 中 高女 中 高女 中 高女 中 高女 高女
明治 18年 33 
19 28 1 
20 36 18 ， 
21 1 ， 3 
22 1 2 8 
23 1 5 
24 4 17 19 
25 2 40 
26 8 8 1 1 36 6 5 
27 2 1 5 5 I 20 31 I 
28 1 6 4 1 33 33 
29 5 I 12 B 54 41 
30 11 1 71 ， 6 2 3 
31 10 48 7 2 2 4 
32 I 22 2 68 11 2 I l IO 
33 2 10 3 162 43 7 1 4 1 
34 3 I ， l 2 1 3 1 88 32 3 22 
35 6 43 2 2 I 5 

































学校種別 師高等・中女学学校 師中範学学校 師高等範女学学校 中高等学女学校 師範学校 中学校 師高範等女女子学校部 師女範子学校部 高等女学校 合 計
年：；涼ド竺：
試験 ；試 試験 :試 試験 :試 試験 ：試 試験 :試 試験 :試 試験 :試 試験 :試 試験 :試 試験 ：試 u·.I• 
合格者 14 16 1 ol/  ／ ov  叶／ 2V  lV  I/ V o[/  20 16 36 
35年度







i/  ／ I/ •1 I/ 77 94 出願者 16 13 X 1 X 1 X3 X 9 X11 17 Xll 
合格者 11 71 4 2 o v  I/ I/ ゜
3 
゜
3 2i/  ov  1|/  18 79 97 
3眸度 50 X 28 2 1|／ I/ I/ 3 31 I/ 1|／ 3 I/ 
132 217 
出願者 X 3 77 
2 5 3 13 X 5 質 1 Xll 
85 
Xll 
合格者 72 ol/  ／ I/ ／ 2V  I/ ゜
1 18 ／ 11/  o|―/ 22 75 97 
37年疫




20 X3 X3 
合格者 5 114 41/  I/ I/ I/ ol/  I/ I/ ／ 9v  oV  21/  20 114 134 38年度
X24 0 X18 2 I/ レ／I/ I/ 11/  I/ I/ I/ レ／ 2|／ 7i/  122 242 出願者 120 74 X6 120 x6 
合格者 5 177 4 1 I v  V I/ 。／ 。レ 61/  ov  I/ I/ 16 178 194 39年疫
公 19 
叶／I/ V 21/  5V  
63 
V 11/  
2 I/ 123 310 出願者 X3 186 X 1 1 X2 X 1 X 7 187 x7 
（注） この及には女高師等官立学校卒業の試験を要せずして教員免許を取得したものを含んでいない。 X印は他の学科と併せて検定を出願または合格した
者である。
（出典） 文部省第30年報 p.165, 31年報 p.180, 32年報 p.229, 33年報 p.241, 34年報 p.307.
表 3．明治40年度から44年度の体操科教員検定試験の出願者，合格者数
学校種別 第一種学校に係る者 第二種学校に係る者 合 9 t 
区 分 検ざ定るを要者せ 無に試よ験る検者定 試よ験検る定者に せ検定ざるを者要 無る試験検定に者よ 鵡検定による者 検定を要せざる者
無る試験検定に者よ 誤翠による者
瓢:;謡定 男 男 男
女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
合格者 42 X る1 
一
レ 11 3 42 ／ x1i 3 




X 9 X 64 
四 x唸出願者 113 ーレ 44 113 ／ 合格者 6 66 X lZ 1 10 -レ 5 3 6 10 66 ／ X11 3 41年度 玉 X 40 XO6 ヽ X 55 レ 冴 堺 X 40 X 55 ／ 汎 渭88 /  88 
合格者 75 12 
一







X 10 X 49 
ン X 76 5 汎94 -----—• 
94 
合格者 1 4 10 ----~ 一
， 5 10 1~ 13 5 
43年度 X 29 
x4~ 寿
X 29 
3~ 汎 汽出願者 3 喜 X 76 ---- X 76 
合格者 2 3 
--






X8 X 68 
3~ 渭 汽3 
一合格者 6 186 遵 20 -- 将 x闊 6 20 186 ／ x庖 汎合
出願者 X 2410 6 X 312 X 214 0 男 X 96 X 312 ／ X 4254 6 男X 96 301 - 301 計 合格率僻 61. 8 X 112 6 3 5 - 1X6.8 O g ・ i 61.8 ／ X 167. 5 7 g i ----—• 
（注） 第一種学校とは40年， 41年では師範学校，中学校，女子師範学校，師範学校女子部，高範女学校を指し， 42年以降では師範学校，中学校，高等女学
校を指す。第二種学校とは女子師範学校，師範学校女子部，高等女学校を指す。 X印は他の学科と併せて検定を出願または合格した者である。


































































学科を限らず n的針材桑 1と他科 ｛体操」と他科
師 ． 高 女
師女 ，岱女師女 師女（師） 師．高女
沿i女 邸 女国体科以外国体科 国語体操専修科
明治23年 1月～12月 13 
24 ” 17 
25 ” 15 
26 ” 13 I I 
27 ” 15 15 
28 ” 17 17 
29 ” 19 21 
30 ” zo 
31 " 19 
32 ” 23 
33 ” 25 
34 ” 36 
35年 I I月～3月 34 
14月～3月 44 
3辟度 4月～3月 40 
37 ” 42 15 6 
38 ” 44 
39 “ 45 JO 14 
40 ” (64) 
41 “ 43 12 10 
42 ” (49) 
43 99 (65) II 10 
44 ” 68 
小 計 58 llO 112 87 574 48 40 
合 計 170 709 
（注） （ ）内は官報と文部省年報の数が違うため文部省年報の数をとった。＊印は師女
の 112と直複するので合計の時行いた。明治34年までは 1-12月． 36年度以降は 4








期 1期（明38.3卒） 2期（明40.3卒） B期（明42.3卒） 4期（明44.3卒） 計 合計










帥（女範師． 学師女校） 1 1 2 4 3 3 3 6 
， 14 23 
公立高等女学校 3 11 ， 4 6 7 7 2 25 24 49 
私立女， 高女 1 1 3 2 1 1 
゜゚
5 4 ， 
そ の 他 鱈楽学首校 1 
゜゜゜゜゜゜

































い 名 月• I・ J 私体卒立操業東音京楽生学女子校数 操卒日学本業体校育女生子会体部数 その他 合計
361年0.度1-12.4 小東女林（兵庫ゑ•平つ） (?) (?) 1 0 (0~2) (1~3) 
371年.4度~11. 30 
藤村香 トヨ
東永女尾（長崎ミ・士ナ） 東久保女田（福岡フ•土ミヨ） 河日体（合北海道テ•平）イ 金日体澤（大阪た・平ま） 2 2 1 (5) （ 川・平）
389年.2度0-12 1 豊（岡青森ち•平ょ） 
゜ ゜
I (1) 
3910年.19度-12. 7 小H 体）（II山口サ•平ダ） 東中女島（福岡キ・ギク） 小日体林（石川・平巴） I 2 
゜
(3) 
430.9年~度41 4.2:7 猪東女原（愛媛・ン・士ゲ） 棟日体近（山口，、•中ナ） 八東女木（佐賀カ・士ネ） 2 I 
゜
3 
41.年4-度42 羽生（田山形の・士ぶ） 東赤女野（山口コ•中）ト 鈴日体木（福島リ・平ヲ） 1 1 I 3 5.3  8 
42.1年-度43 3.3] 池日体田（山形つ•平き） 堀（山形お•平き止） 東 チヱ
゜
2 I 3 日体（山ロ・ギ）
43.1年-度44.3.31 和（広田島力・士子） 蒻 桑新潟，、 ナ） 山（本東京ミ・平チ） 芦（澤山梨茂・平子） 菊日体．竹（福岡イ・平チ） 
゜
I 4 5 (.平
44.J年-度45 3 31 一日体色（愛媛マ•平サ） 小日野体田（京都由•平栄） 黒富田コ ト
゜
2 l 3 （ 山・平）













（注） 36年度から 39年度までは文部省年報に女子の数の報告がないため学校種別と官報の名前による推定数である。 36年度は学校種別からは最高で3人と

































試験検定に合格した者は 7人①）であり 1.8％に過ぎなかった。卒業期別でみると 1期の 2名以












喜 合格年度 名 月`・IJ 卒業期別（年） （規明則治改4正1年許2可月願の添就付職文先書）
l 明治36年度 小（兵林庫•ゑ平つ） 1 期 （渡 米）（明治3512) 
2 37 水（長尾崎・士ミナ） 
1 期
東京麹虎町ノ区門高等女学館（明治35.12)
3 37 久（保福田フミヨ 3 期
岡・士） （明治36.JO)
4 39 中（福島岡•キ平ク） 8 期 神戸女学院（明治394) 
5 40 猪（愛原媛・・ン士ゲ） （明5治37期.10) 兵庫県兵庫柏原女学校
6 40 八（佐木賀•カ平ネ） （明9治39期.!0) 




り合格年度 名 月~ l・ 」 卒業期別（年） 明（体治43育年1925月の就職先
号による）
1 明治37年度 河（北合海道・テ平イ） 普（明通37科.3.127期) 
2 37 金（大澤阪•た平ま） ， 
3 39 小（ 川サダ 高（明等38科.1 期) 大阪府立堂島高等女学校山口•平）
4 39 小（石林川・乎巴） 高（明等39科.l3 期 三重県四日市高等女学校2.24) 
5 40 棟（山近口 ハナ 高（明等38科.1 期) •平）
6 41 鈴（福木島・平リ ヲ） 高（明等41.科 6 期) 兵庫県立神戸高等女学校
7 42 池（山田形・つ乎き） 高（明等40科.7 4 期 東京日本橋高等女学校,23) 
8 42 東（ チヱ 高（明等42科.18 期山口•平） 2,24) 岐阜県立女子師範学校
， 43 菊（福竹岡•イ平チ） 高（明等4科 6 期 福岡市県立高等女学校1. ） 
10 44 愛色媛 マサ 高（明等40科.5 期) (.平） 島根県松江高等女学校
11 44 小（京野都田•由平栄） 高（明等43科.9 期) 







いる42名の就職先が報告され， 30名が高女へ， 5名が女子師範へ， 4名が小学校へと報告され
ている。それまでの10名の合格者中 7名が記されており，女子師範へ 1名，他は公私立の高女
への就職であった。女師への他の 4名は合格者ではなく，明治期においては検定合格はまれで













































l) 竹之下休蔵，岸野雄三，近代日本学校体育史，東洋館出版， 1959.p.99. 
2) 中村民雄，『明治期における「体操科」教員免許規程について一l 特に，師範学校・中学校・高
等女学校教員を中心として一』，日本体育学会第32回大会号， p.125, 1981. 
3) 掛水通子， 「明治期における女子体育教員養成機関に関する歴史的研究―—東京女子体操音楽学
校，日本体育会体操学校女子部，女子高等師範学校国語体操専修科の比較研究一一」，東京女子体
10 掛水 通 子
育大学紀要，第16号， pp.I-12, 1981. 3, 
4)掛水通子， 「明治期における私立女学校，高等女学校の体育の指導者について」，東京女子体









11)文部大臣官房文書課，文部省第28年報， 1902. p.140. しかし， この報告は出願者（単科）
256名に対して合格者 264名と統計上のミスが見られる。
12)文部大臣官房文書課，文部省第29年報， 1903. p.155. 
13) 明治41年からは奈良女高師の設立のため東京女高師。奈良は明治期の卒業生はない。
14)詳しくは，輿水はる海， 「井口あくり」女性体育史研究会傭扁），近代日本女性体育史，日本
体育社， 1981. pp.103 -30参照。
15)官報には小笠原トクヨと記している。これは当時小笠原家の養女となっていたため。詳しくは
西村絢子，体育に生涯をかけた女性一二階堂トクヨー，杏林書院， 1983.Pp.266参照。
16)高嶺秀夫先生記念事業会，高嶺秀夫伝，培風館， 1921. p.115. 
17)本人の手記にも書かれているし，藤村学園七十年の歩み， 1972, においてもそうである。
18)本研究者も，藤村学園八十年史編集委員会，藤村学園八十年のあゆみ， 1983, p.83 および











23) 「女子部便より」，体育， 195号， 1910.2. 25. pp. 45 -46. 
24) 「女子体操教員の需用」，体育， 148号， 1906.3.25.p.60、
25) 「内外彙報」，体育， 156号， 1906. 11. 25. p. 51. 
明治期における体操科教員免許状取得者について
Certified Gymnastic Teachers in Meiji Era: 




Certified female gymnastics teachers for secondary schools in Meiji era. 
in comparison with male teachers, have been discussed in this study. 
The first teachers of such certification appeared, in the case of men, in 
1855, while for women, in 1903. No certificates in gymnastics as a single 
majoring subject were provided before 1903. Graduates from Women's Higher 
Normal School used to be certified as a general teacher in the secondary 
schools without any specific subjects of majoring field after 1890. Teachers' 
certificate in gymnastics as one of the double major fields was issued after 
1897. 
Male specialists were eligible for applying for teachers'certificate merely 
by subscribing necessary documents after 1896, while females were ineligible-
During Meiji era, forty graduates of Women's Higher Normal School鵞 majoring
gymnastics and literature, obtained such certificate, besides twentyfour women 
passed the national 、certificationexamination, Ms. Yetsu Kobayashi was the first 
women who passed such national qualification examination in 1903, who had gra-
duated from Tokyo Women's School of Gymnastics and Music in 1902. The first 
male qualification was issued in 1887. 
Every succeeding year after that, certain number of women, though less 
than five yearly. were qualified, Among the qualified teachers, eleven were from 
the Gymnastics School founded by Japanese Society of Physical Education and seven 
from Tokyo Women's School of Gymnastics and Music, who constituted 6.2 and 
1.8 per cents of all the graduating students of respective schools- Presence 
of teachers'certificate did not really invite any differences in finding the 
jobs. After 1903, male/female ratio of qualified teachers was approximately 
5 : 1. 
Certificates for male gymnastics teachers were valid for normal school, 
middle school and higher women's school, while the counter certificates for 
female, only for normal school and higher women's school. 
Sexual discrimination in such events was the indicator of the slow deve-
lopment in women's physical education. Establishment of institute for educating 
women physical educators, among many other things, was the indication of such 
improvement. By 1903, real physical education women teachers were borne, 
which endeavored to catch up with men teachers-
